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ロシア北極域の経済発展を考える

田畑伸―郎 (北海道大学スラブ・ユーラシア研究センター 教授)

1.資源開発と先住民

私は、文科省の北極域研究推進プロジェクト (ArCS)のテーマア「北極の人間と社会 :持続的発展

の可能性」のなかで、ロシア北極域の持続的経済発展に関する研究を行つている。よく知られてい

るように、ロシア経済は、石油 。ガス |こ大きく依存する。石油・ガスは、連邦財政収入の4割強を

提供し、輸出の5割以上を占める。そして、その石油 。ガスの生産において、北極域と見なされる

地域が大きな役割を担つている。原油については、北極圏ではないが、北緯58度 30分～65度30分

|こ位置する八ンテイ・マンシ自治管区が4割強のシェアを占め、北極域と合わせると6割強のシェア

となる。天然ガスについては、北極圏に位置するヤマロ 。ネネツ自治管区が8割のシェアを占め

る。このような北極域が、石油・ガス大国ロシアを支えているのである。

一方で、北極域は先住民が暮らす土地である。シベリアで石油・ガスの生産が大々的に行われるよ

うになつたのは、 1960年代以降のことであった。ロシアには自治管区と呼ばれる行政区画 (日本の

都道府県に相当)が 4つあるが、現在では、それはすべて北方の地域に位置する。自治管区は、先

住民の人口が多い地域 |こ民族管区として 1920年代～1930年代に設置され、1977年 に自治管区 |こ改

称された。

このうちヤマロ 。ネネツ自治管区の人口は、52.3万人である (以下、注記しない限り、人口は2010

年国勢調査の数字である)。 うち、ロシア人が31.2万人 (59.ア%)、 ウクライナ人が4,9万人

(9.4%)、 ネネツ人が3.0万人 (5,7%)、 タタール人が2.9万人 (5.5%)、 その他が10.4万人

(19.8%)で ある。いわゆる先住民は、上掲のネネツ人を含めて4.2万人 (8.0%)と いうことであ
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る。自治管区としヽう名称が付いているとは言え、現在では先住民以外の人口が92.0%を占めている

わけである。

ヤマロ・ネネツ自治管区の人口のうち、44.3万人 (84.ア%)までが都市に住んでおり、10万人を超

える都市が 2つ存在する (ノーヴィ・ウレンゴイとナヤブリスク)。 8.0万人 (15.3%)が都市以

外に住んでおり、先住民の大半はそうした地域に住んでいると見られる。

ヤマロ 。ネネツ自治管区は、面積がアア万k面もある。日本の丁度倍の大きさである。そこに50万人ほ

どしか住んでいないのであるから、パイプラインそのほかの輸送インフラを考慮に入れても、実際

には多くの土地が手付かずのわけである。

ヤマロ 。ネネツ自治管区の先住民、特にネネツ人の生活にとつて重要なのは、 トナカイ飼育であ

る。トナカイの飼育頭数において、ロシアは世界のア～8割を占めると言われている。ロシアにおけ

るトナカイの飼育頭数は、ソ連崩壊の1991年末には226万頭であつたが、1990年代に半減し、

2000年代に回復して、2011年末に158万頭になつている。そのようななかで、ヤマロ 。ネネツ自治

管区においては、1991年末の54万頭から、2011年末には68万頭にまで増加し、現在では80万頭近

くに達していると見なされている。ヤマロ・ネネツ自治管区は、天然ガスの生産でロシアと世界を

リードすると同時に、 トナカイの飼育においてもロシアと世界のリーダーとなつているのである。

このような状況をどのように理解すべきであろうか。一方で、ガス開発が自然環境を破壊し、そ

れが先住民の生活に大きな彩響を及ぼしていることは紛れもない事実であろう。他方で、ヤマロ・

ネネツ自治管区に限らず、ロシアのトナカイ飼育民の間にスノーモービルが普及していることもよ

く知られた事実である。

私は、2015年に総勢15名の日本やフィンランドなどの研究者とともにヤマロ・ネネツ自治管区

を訪れた。自治管区の首都サレ八ル トからヘリコプターで1時間ほどのところにあるパユータとい

う交通の要所に行き、そこでトナカイ肉の加工工場を視察した (写真 1)。 その工場は自治管区の

政府がフィンランドの設備を購入して作つた施設で、先住民からトナカイ肉を買取り、それを加工

してフィンランドや ドイツに輸出している。こうしたことが可能なのは、自治管区の政府がガス会

社などからの税収により、豊富な資金を持つているためであろう。

o/ヮ ,∩ lo/∩ 1/つ κス.21
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2.ロシアにおける財政資金の循環

私は、ロシアにおいて財政資金が中央と北極域の間でどのように循環しているかを調べている。

ここで北極域とは、図 1に示した9つの地域である (Al、 A4、 A6、 A9の 4地域は地域全体、他の5

地域は地域の一部が北極域と定義されている)。 これら9地域の基本統計は表 1に示したとおりであ

る。これら9地域は、人口ではロシア全体の5.3%を占めるに過ぎないが、面積では48.3%を占めて

いる。CRP(地域のGDP)では9.5%を占め、投資では15.6%を占めている。こうした経済活動を

リードしているのは、ヤマロ・ネネツ自治管区である。同自治管区において投資活動が盛んであつ

たのは、ヤマル半島に液化天然ガス (LNC)の生産設備と輸出施設が建設されたためである。LNC

の輸出は2017年末に開始された。
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図1 ロシアの北極域 注 :Al～A9などの地名は、表 l参照。Bl～ B3の地域は比較のために

示した。

出所 :ロシア連邦政府決定などをもとに作成。

表 1 ロシア北極域の基本統計
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出所 :ロシア統計局ウェブサイトから作成。

地域が中央に送る税収から、中央が地域に配分する補助金を差し引いた額を地域のネット
の財政貢

献であると見なし、計算した結果を表2に示した。北極域では、ヤマロ・ネネツ自治管区が
12.4%
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もの貢献をしているために、北極域9地域の合計として、 1ア .ア%もの貢献となつている。実際に

は、ロシアでは、準北極域の八ンテイ 。マンシ自治管区、モスクワ市、ヤマロ・ネネツ自治管区の

3つの地域が連邦財政を支える構造となつている。この3地域で、表2に示した財政貢献は、58.3%

にも達している。

表2 ロシア北極域の連邦予算に対する純貢献額 (2015年 )

出所 :ロシア統計局、連邦出納局、連邦税務局などのウェブサイトから作成。

ロシア経済を支えるのは石油 。ガス部門であるが、地域で見るならば、それは石油・ガス生産地域

であり、その多くが北極域周辺に位置するという構図となつている。したがつて、ロシアにとつて

北極域の開発は必須であるが、先住民の生活環境や自然環境にどこまで配慮してそれを進めること

ができるのかが今後も大きな問題であり続けるであろう。ロシアは、外国人に対してこうした地域

の研究や調査を自由には行わせてくれないのであるが、我々研究者としては、できるだけ客観的に

こうした地域の実情を伝えていくことが必要であろうと考えている。

純貢献額 (100
万ルーブル)

比重(%)

ロシア全体 10,319,897 100.0

北極域
ムルマンスク州
カレリア共和岡
アルハングリスク州

ネネツ自治管区
コミ共和国
ヤマロ。ネネツ自治管区
クラスノヤルスク地方
サハ共和国
チュコト自治管区

1,823,342

7,438
‐4,300

558

105,738

151,550

1,274,823

273,430

25,380
-11,275

17.7

0.1

0.0

0,0

1.0

1.5

12.4

2.6

0.2

-0.1

ハンティ・マンシ自治管区
サハ リン州
モスクフ市

2,710,722

177,967

2,032,949

26.3

1,7

19.7
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